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グループの管理と監視

グループを理解する

Active IQ Unified Manager のグループについて学ぶ

グループとは、異種ストレージオブジェクト（クラスタ、SVM、ボリュームなど）の動
的な集合体です。Unified Managerでは、グループを作成することで、一連のストレージ
オブジェクトを簡単に管理できます。グループのメンバーは、Unified Managerがその時
点で監視しているストレージオブジェクトに応じて変化する可能性があります。

• グループごとに一意の名前を付けます。

• グループごとに少なくとも1つのグループ ルールを設定する必要があります。

• 1つのグループを複数のグループ ルールに関連付けることができます。

• 1つのグループに複数の種類のストレージ オブジェクト（クラスタ、SVM、またはボリューム）を含める
ことができます。

• ストレージオブジェクトは、グループルールが作成された時、またはUnified Managerが監視サイクルを完
了した時に、グループに動的に追加されます。

• グループ内のすべてのストレージ オブジェクトに同じ処理（ボリュームのしきい値の設定など）を同時に
適用することができます。

Active IQ Unified Manager におけるグループのグループルールの仕組みを理解する

グループ ルールとは、ストレージ オブジェクト（ボリューム、クラスタ、またはSVM

）を特定のグループに追加する基準を定義したものです。グループのグループ ルール
は、条件グループまたは条件を使用して定義します。

• グループには必ずグループ ルールを関連付ける必要があります。

• グループ ルールにはオブジェクト タイプを関連付ける必要があります。関連付けることができるオブジ
ェクト タイプは1つだけです。

• グループに対してストレージ オブジェクトが追加または削除されるのは、各監視サイクルの完了後、およ
びルールの作成、編集、削除時です。

• グループ ルールには1つ以上の条件グループを、各条件グループには1つ以上の条件を含めることができ
ます。

• ストレージ オブジェクトは、作成されたグループ ルールに基づいて複数のグループに属することができ
ます。

Conditions

複数の条件グループを作成し、各条件グループに1つ以上の条件を含めることができます。グループのグルー
プ ルールに定義されたすべての条件グループを適用して、グループに含めるストレージ オブジェクトを指定
することができます。

条件グループに含まれる条件は論理ANDを使用して実行され、条件グループのすべての条件を満たす必要が
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あります。条件はグループ ルールを作成または変更すると作成され、条件グループのすべての条件を満た
すストレージ オブジェクトのみが適用、選択、およびグループの対象となります。グループに含めるストレ
ージ オブジェクトの範囲を限定するには、条件グループで複数の条件を使用します。

次のオペランドと演算子を使用して必要な値を指定することで、ストレージ オブジェクトの条件を作成でき
ます。

ストレージオブジェクトタイプ 適用可能なオペランド

Volume • オブジェクト名

• 所有クラスタ名

• 所有SVM名

• アノテーション

SVM • オブジェクト名

• 所有クラスタ名

• アノテーション

クラスタ • オブジェクト名

• アノテーション

ストレージオブジェクトのオペランドとして注釈を選択すると、「Is」演算子が使用可能になります。その

他のオペランドについては、演算子として「Is」または「Contains」のいずれかを選択できます。

• オペランド

Unified Managerにおけるオペランドのリストは、選択されたオブジェクトタイプに基づいて変化します。
このリストには、オブジェクト名、所有クラスタ名、所有SVM名、およびUnified Managerで定義した注
釈が含まれます。

• 演算子

演算子のリストは、条件式で選択されたオペランドに基づいて変化します。Unified Managerでサポートさ

れている演算子は「Is」と「Contains」です。

「Is」演算子を選択すると、条件はオペランドの値が選択されたオペランドに指定された値と完全に一致
するかどうかについて評価されます。

「Contains」演算子を選択すると、条件は次のいずれかの基準を満たすかどうか評価されます。

◦ 選択したオペランドの値が指定した値と完全に一致する。

◦ 選択したオペランドの値に指定した値が含まれる。

• Value

値のフィールドは、選択したオペランドによって変わります。

条件を使用したグループ ルールの例

ボリュームに対する条件グループで、次の2つの条件が定義されているとします。
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• 名前に「vol」が含まれています

• SVM名は「data_svm」です。

この条件グループは、名前に「vol」が含まれ、かつ「data_svm」という名前のSVM上でホストされている
すべてのボリュームを選択します。

条件グループ

条件グループは論理ORを使用して実行され、ストレージ オブジェクトに適用されます。ストレージ オブジェ
クトがグループに追加されるためには、いずれかの条件グループを満たす必要があります。いずれかの条件グ
ループを満たすすべてのストレージ オブジェクトがグループにまとめられます。条件グループを使用して、
グループに含めるストレージ オブジェクトの範囲を広げることができます。

条件グループを使用したグループ ルールの例

ボリュームに対する2つの条件グループで、各グループにそれぞれ次の2つの条件が定義されているとしま
す。

• 条件グループ1

◦ 名前に「vol」が含まれています

◦ SVM 名は「data_svm」です。条件グループ 1 は、名前に「vol」が含まれ、名前が「data_svm」
の SVM でホストされているすべてのボリュームを選択します。

• 条件グループ2

◦ 名前に「vol」が含まれています

◦ data-priority の注釈値は「critical」です。条件グループ 2 は、名前に「vol」が含まれ、data-

priority 注釈値が「critical」として注釈付けされているすべてのボリュームを選択します。

これらの2つの条件グループを含むグループ ルールをストレージ オブジェクトに適用した場合、選択したグ
ループに次のストレージ オブジェクトが追加されます。

• 名前に「vol」が含まれ、かつ「data_svm」という名前のSVM上でホストされているすべてのボリュー
ム。

• 名前に「vol」が含まれ、データ優先度注釈値「critical」が付与されているすべてのボリューム。

Active IQ Unified Manager におけるストレージオブジェクトに対するグループアクシ
ョンの仕組みを理解する

グループ操作は、グループ内のすべてのストレージ オブジェクトに対して実行される処
理です。たとえば、ボリュームしきい値のグループ操作を設定して、グループ内のすべ
てのボリュームのしきい値を同時に変更できます。

グループごとに一意のグループ操作タイプがサポートされます。ボリューム健全性しきい値タイプのグループ
操作は1つのグループに1つしか設定できません。ただし、他のタイプであれば、同じグループに別のグルー
プ操作を設定できます。グループ操作がストレージ オブジェクトに適用される順序は操作のランクで決まり
ます。ストレージ オブジェクトに適用されるグループ操作の情報は、ストレージ オブジェクトの詳細ページ
で確認できます。
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一意なグループ操作の例

ボリュームAがグループG1とG2に属しており、各グループに次のボリューム健全性しきい値グループ操作が
設定されているとします。

• `Change_capacity_threshold`ランク1のグループアクションで、ボリュームの容量を設定します。

• `Change_snapshot_copies`ボリュームのスナップショットコピーを構成するための、ランク2のグループ
アクション

`Change_capacity_threshold`グループアクションは常に

`Change_snapshot_copies`グループアクションより優先され、ボリューム A

に適用されます。Unified Manager が監視の 1 サイクルを完了すると、ボリューム A

のヘルスしきい値関連イベントが

`Change_capacity_threshold`グループアクションに従って再評価されます。G1

グループまたは G2
グループのいずれに対しても、別のボリュームしきい値タイプのグループアクションを設定する
ことはできません。

Active IQ Unified Manager でグループを追加する

クラスタ、ボリューム、およびStorage Virtual Machine（SVM）を管理しやすいよう
に、グループを作成して1つにまとめることができます。

開始する前に

アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

グループ ルールを定義して、グループのメンバーを追加または削除したり、グループに対するグループ操作
を変更したりできます。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、ストレージ管理 ＞ *グループ*をクリックします。

2. 「グループ」タブで、「追加」をクリックします。

3. 「グループの追加」ダイアログボックスで、グループの名前と説明を入力します。

4. *[追加]*をクリックします。

Active IQ Unified Manager でグループを編集する

Unified Managerで作成したグループの名前と説明を編集できます。

開始する前に

アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

グループを編集して名前を更新するときは、一意の名前を指定する必要があります。既存のグループの名前は
使用できません。
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手順

1. 左側のナビゲーションペインで、ストレージ管理 ＞ *グループ*をクリックします。

2. 「グループ」タブで、編集するグループを選択し、「編集」をクリックします。

3. 「グループの編集」ダイアログボックスで、グループの名前、説明、またはその両方を変更します。

4. *保存*をクリックします。

Active IQ Unified Manager でグループを削除する

不要になったグループは、Unified Managerから削除できます。

開始する前に

• 削除するグループのグループ ルールに関連付けられたストレージ オブジェクト（クラスタ、SVM、また
はボリューム）がないことを確認する必要があります。

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、ストレージ管理 ＞ *グループ*をクリックします。

2. 「グループ」タブで、削除するグループを選択し、「削除」をクリックします。

3. 『警告』ダイアログボックスで、「はい」をクリックして削除を確定します。

グループを削除しても、グループに関連付けられているグループ操作は削除されませんが、マッピングは
解除されます。

Active IQ Unified Manager でグループルールを追加する

グループのグループ ルールを作成して、ボリューム、クラスタ、Storage Virtual

Machine（SVM）などのストレージ オブジェクトを動的にグループに追加することがで
きます。グループ ルールを作成するには、1つ以上の条件を含む条件グループを少なく
とも1つ設定する必要があります。

開始する前に

アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

監視中のストレージ オブジェクトは、グループ ルールを作成後すぐにグループに追加されます。新しいオブ
ジェクトは、監視サイクルの完了後にグループに追加されます。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、ストレージ管理 ＞ *グループ*をクリックします。

2. 「グループルール」タブで、「追加」をクリックします。

3. 「グループルールの追加」ダイアログボックスで、グループルールの名前を指定します。

4. *対象オブジェクトタイプ*フィールドで、グループ化するストレージオブジェクトの種類を選択します。

5. 「グループ」フィールドで、グループルールを作成する対象となる必要なグループを選択してください。
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6. *条件*セクションで、以下の手順を実行して、条件、条件グループ、またはその両方を作成します。

作成するには… 操作

条件 a. オペランドのリストからオペランドを選択しま
す。

b. 演算子として「含む」または「である」のいず
れかを選択してください。

c. 値を入力するか、使用可能な値のリストから選
択します。

条件グループ a. Add Condition Group をクリックします。

b. オペランドのリストからオペランドを選択しま
す。

c. 演算子として「含む」または「である」のいず
れかを選択してください。

d. 値を入力するか、使用可能な値のリストから選
択します。

e. 必要に応じて*Add condition*をクリックして条
件を追加し、各条件について手順a～dを繰り返
してください。

7. *[追加]*をクリックします。

グループ ルールの作成例

グループ ルールを作成し、条件の設定と条件グループの追加を行うには、[グループ ルールの追加]ダイアロ
グ ボックスで次の手順を実行します。

手順

1. グループ ルールの名前を指定します。

2. オブジェクト タイプとしてStorage Virtual Machine（SVM）を選択します。

3. グループのリストからグループを選択します。

4. 「条件」セクションで、オペランドとして「オブジェクト名」を選択します。

5. 演算子として Contains を選択します。

6. 値を `svm_data`として入力してください。

7. 「条件グループを追加」をクリックします。

8. オペランドとして「オブジェクト名」を選択します。

9. 演算子として Contains を選択します。

10. 値を `vol`として入力してください。

11. 条件を追加 をクリックします。

12. ステップ8でオペランドとして data-priority を選択し、ステップ9で演算子として Is を選択し、ステッ
プ10で値として critical を選択して、ステップ8から10を繰り返します。
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13. 「追加」をクリックして、グループルールの条件を作成します。

Active IQ Unified Manager でグループルールを編集する

グループ ルールを編集して条件グループおよび条件グループに含まれる条件を変更する
ことで、特定のグループに対してストレージ オブジェクトを追加または削除できます。

開始する前に

アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、ストレージ管理 ＞ *グループ*をクリックします。

2. 「グループルール」タブで、編集するグループルールを選択し、「編集」をクリックします。

3. 「グループルールの編集」ダイアログボックスで、必要に応じてグループルール名、関連付けられたグル
ープ名、条件グループ、および条件を変更します。

グループ ルールのターゲット オブジェクト タイプは変更できません。

4. *保存*をクリックします。

Active IQ Unified Manager でグループルールを削除する

不要になったグループ ルールは、Active IQ Unified Managerから削除できます。

開始する前に

アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

グループ ルールを削除すると、関連付けられているストレージ オブジェクトがグループから削除されます。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、ストレージ管理 ＞ *グループ*をクリックします。

2. 「グループルール」タブで、削除するグループルールを選択し、「削除」をクリックします。

3. 『警告』ダイアログボックスで、「はい」をクリックして削除を確定します。

Active IQ Unified Manager でグループアクションを追加する

グループ内のストレージ オブジェクトに適用するグループ操作を設定できます。グルー
プの操作を設定すると、それらの操作を各オブジェクトに個別に追加する必要がないた
め時間を節約できます。

開始する前に

アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順
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1. 左側のナビゲーションペインで、ストレージ管理 ＞ *グループ*をクリックします。

2. 「グループアクション」タブで、「追加」をクリックします。

3. *グループアクションの追加*ダイアログボックスで、アクションの名前と説明を入力します。

4. 「グループ」メニューから、アクションを設定するグループを選択します。

5. *アクションタイプ*メニューからアクションタイプを選択します。

ダイアログ ボックスが展開され、選択した操作タイプの必須パラメータを設定できます。

6. 必須パラメータに適切な値を入力して、グループ操作を設定します。

7. *[追加]*をクリックします。

Active IQ Unified Manager でグループアクションを編集する

グループ操作の名前、説明、関連付けられているグループの名前、操作タイプのパラメ
ータなど、Unified Managerで設定したグループ操作のパラメータを編集することができ
ます。

開始する前に

アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、ストレージ管理 ＞ *グループ*をクリックします。

2. 「グループアクション」タブで、編集するグループアクションを選択し、「編集」をクリックします。

3. 「グループアクションの編集」ダイアログボックスで、必要に応じてグループアクション名、説明、関連
付けられたグループ名、およびアクションタイプのパラメーターを変更します。

4. *保存*をクリックします。

Active IQ Unified Manager でグループのボリューム健全性し
きい値を設定する

ボリュームの容量、Snapshotコピー、qtreeクォータ、増加率、およびinodeについて、
グループレベルで健全性しきい値を設定することができます。

開始する前に

アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

ボリューム健全性しきい値タイプのグループ操作は、グループのボリュームにのみ適用されます。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、ストレージ管理 ＞ *グループ*をクリックします。

2. 「グループアクション」タブで、「追加」をクリックします。

3. グループ操作の名前と説明を入力します。
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4. グループ ドロップダウンボックスから、グループアクションを設定するグループを選択します。

5. ボリュームの状態しきい値として Action Type を選択します。

6. しきい値を設定するカテゴリを選択します。

7. 健全性しきい値の必要な値を入力します。

8. *[追加]*をクリックします。

Active IQ Unified Manager でのグループアクションの削除

不要になったグループ操作は、Unified Managerから削除できます。

開始する前に

アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

ボリューム健全性しきい値のグループ操作を削除すると、そのグループのストレージ オブジェクトにグロー
バルしきい値が適用されます。ストレージ オブジェクトに対して設定されたオブジェクトレベルの健全性し
きい値には影響はありません。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、ストレージ管理 ＞ *グループ*をクリックします。

2. 「グループアクション」タブで、削除するグループアクションを選択し、「削除」をクリックします。

3. 『警告』ダイアログボックスで、「はい」をクリックして削除を確定します。

Active IQ Unified Manager でグループアクションの順序を変
更する

グループ操作をグループ内のストレージ オブジェクトに適用する順序を変更することが
できます。グループ操作は、ランクに基づいてストレージ オブジェクトに順番に適用さ
れます。グループ操作には、設定した時点では最も低いランクが割り当てられます。要
件に応じてグループ操作のランクを変更することができます。

開始する前に

アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

単一の行または複数の行を選択し、ドラッグ アンド ドロップ操作を繰り返し行って、グループ操作のランク
を変更することができます。ただし、変更後の優先順序は変更を保存するまでグループ操作のグリッドに反映
されません。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、ストレージ管理 ＞ *グループ*をクリックします。

2. 「グループアクション」タブで、「並べ替え」をクリックします。

3. 『グループアクションの並べ替え』ダイアログボックスで、行をドラッグアンドドロップして、必要に応
じてグループアクションの順序を並べ替えます。

4. *保存*をクリックします。
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